
〈
研

究

論

文

１

〉

唯
識
と
ク
オ
リ
ア

は

じ
め
に

今
日
ま
で
、
意
識
に
関
し
て
様
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
最
近

に
な
っ
て
、
ク
オ
リ
ア
と
い
う
概
念
を
用

い
た
意
識
に
つ
い
て
の
研
究
が
、

哲
学
や
脳
神
経
学
な
ど
の
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
茂
木
健

一
郎
が
そ
の
第
一
人
者
に
当
た
る
。
し
か
し
、
茂
木
の
ク
オ
リ
ア
を
用

い

た
意
識
論
に
は
、
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な

い
点
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ

る
。そ

こ
で
本
稿
で
は
唯
識
思
想
（
法
相
宗
）
と
茂
木
の
意
識
論
を
比
較
し

て
、
意
識
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
、
意
識

と
い
う
言
葉
は
、
哲
学
や
心
理
学
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
定
義
が
統
一
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、
意
識
と
は
我
々
が
直
接
経
験
・
体
験
し

て
い
る
こ
と
及
び
そ
の
心
理
的
内
容
と
す
る
。

唯
識
に
お
け
る
意
識
の
と
ら
え
方
が
絶
対
的
に
正
し

い
と
は
言
え
な
い

中
　
田
　
峰
　

彦

が
、
一

六
〇
〇

年

と

い
う
長

い
歴
史

に
裏
打

ち

さ
れ
た
深

い
洞

察
と

そ
の

思
想

体
系

は
、
意

識

を
考
え

る
に
当

た

っ
て

、
参
考

に

す

る
価

値
は

あ
る

と
言

え

る
だ

ろ
う

。

た
だ
、

唯
識

思

想

の
全
て

を
こ

こ
で
挙

げ
て
考

察
す

る
わ

け
に
は

い
か

な

い
の
で

、

主

に
心
所

と

い
う
意
識

の
働

き
を
説

明
し

た
部

分

を
中

心
に

進

め
て

い
く
。

一
　

唯

識

と

意

識

に

つ

い
て

唯

識
は

、認

識

対
象

（
法

）

や
認
識
主

体
（
我

）

の
実
在

を
否
定

す

る
。

あ

る
の
は

た
だ
識

の
み
で

、
世

の
中

の
全

て
は
識

の
転

変
（

変
化
）

に
よ

り
生

じ
た

も
の

だ
と

い
う
。

そ

の
識

の
転

変
に

は
、
異

熟
・

思
量

・
了
別

境

識

の
三

つ

が
あ

る
。
異
熟

は
阿

頼
耶
識

、
思
量

は
末

那
識

と
も
呼

ば

れ
、

了

別

境
識

は
眼
識

・
耳

識
・

鼻
識

・
舌
識

・
身
識

（
前

五
識

と
ま

と

め
て

呼

ば

れ

る
）

と

第
六

意
識
（

通
常
我

々

が
使
う
意

識

と

い
う
言
葉

と
は
別
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物
）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
識

が
生
じ
る
と
、
そ
れ
に
応

じ
て
心
所

と
呼

ば
れ
る
働
き
が
生
じ
る
。
識
と
心
所
の
関
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

識
が
認
識

と
い
う
意
識
の
構
造
で
、
心
所
は
そ
の
機
能
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
構
造
と
し
て

の
識
が
な
け
れ
ば
、
心
所
は
機
能
し
え
ず
、

心
所

が
機
能
し
な
け
れ
ば
構
造
と
し
て
の
識
は
そ
の
意
味
が
な

い
。
ど
ち

ら
が
欠
け
て
も
、
意
識
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
い
。

異
熟
・
思
量
・
了
別
全
て
の
識
に
共
通
し
て
、
必
ず
遍
行
と

い
う
心
所

が
生
じ
る
。
こ
の
遍
行
は
触
・
作
意
・
受
・
想
・
思
の
五
つ
に
分
け
て
考

え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
触
と
は
、
根
（
感
覚
器
官
）
と
境
（
認
識
対
象
）
と
識
の
三
つ

を
合

わ
せ
る
作
用
の
こ
と
で
あ
る
。
触
に
よ
り
、
こ
れ
ら
三
つ
が
触
れ
合

う
こ
と
で
、
意
識
が
成
立
し
始

め
る
。

次
に
作
意
。
識
を
対
象
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
す

る
作
用

の
こ
と
。
触
と

同
様
に
、
意
識
の
基
礎
と
な
る
部
分
で
あ
る
。

続
い
て
受
。
触
・
作
意
に
よ
り
生

じ
た
識
の
中
の
対
象
が
、
順
境
（
良

い
）
か
、
違
境
（
悪

い
）
か
、
倶
非
（
ど
ち
ら
で
も
な
い
）
か
判
断
す
る

作
用

の
こ
と
。

そ
し
て
想
。
認
識
対
象

が
我
々
に
と
っ
て
の
何
で
あ
る
か
を
知
る
作
用

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
対
象
に
言
葉
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
。

最
後
に
思
。
想
で
対
象
に
言
葉
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
後
、
生
じ
た
識
が

善
か
悪

か
が
判
断
さ
れ
、
身
体
的
行
為
や
言
語
的
行
為
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
。我

々
は
、
自
分
た
ち
と
は
別
に
世
界

が
あ
り
、
そ
の
我
々
と
は
別
の
世

界

を
認

識
し

て

い
る

と
考

え

が
ち
で

あ
る

が
、

実
際

に
我
々

が
認

識
し

て

い

る
世

界

は
意
識

の
外

に

あ
る

も
の
で

は
な

く
、
我

々
の
中

、

つ
ま
り

意

識

の
中

に
あ

る
、

と

い
う

の

が
唯

識

の
考

え
方

で
あ

る
。
意

識
主
体

と

し

て

の

「
私
」

と
認
識

対
象

で

あ

る
「
世
界

」

と

い
う

も
の

は
、
唯
識

で

は

想

定

さ
れ
て

い
な

い
。

あ

る
の

は
認

識

（
識
）

と
そ

れ
に
伴

う
あ

る
種

の

心

的
作
用

（
心

所
）

だ

け
だ

と
唯

識
は
考

え

る
。

〈
識

〉

「
［
論

。
識

と
云

う

は
謂

は
く

了
別

す
る

ぞ
。
］

述

し
て
日

く
、

識

の
名
義

を

釈
す
。

今

は
行

相

を
挙
げ
て

識

の
自
体

を
顕

す

な
り
。

心
意

識
了

は
名

の

差
別

な
り
。
故

に
了
別

を
以

て
識

の
義

を
釈

す
。
」

「
［
論

。
此

れ

が
中

の
識

の
言

に
は
亦
心

所

を
も
摂
む

。
定

め
て
相

応

す
る

が
故

に
］
」

二
四

一
ａ

「
［
論

。
六

の
根

と
境

と
に
従

っ
て
種
々

異

な
る

が
故

に
］

述
し
て

日

く
、
根

と
境

と

各

六
別

な

る
こ

と
を
も

っ
て
識

も
彼

れ
に
従

っ

て

異

な
り

。
～
中

略
～

」
四

一
五
ｃ

〈
心
所

〉

「
［
論
。

心
所

の
此

る

と
こ

ろ

は
識

に
随

っ
て
説

く

べ
し
。
］

述
し

て
日

く
、

其

の
心

所
法

を

ば
既

に
心

に
属

す
。
各

本
識

に
随

っ
て
以
て

所
依

を

ば
説

く
。
故

に
識

に
随

っ
て

説

く

べ
し
と

い
う
。
」

「
［
論
。
心
と

心
所

と
は
異

類

に

し
て
共

生
す
と

雖
も
而

も
互

い
に
相

応

す
。

和

合
し

て
一

に
似

た
り

、
定

め
て

倶
に
生

滅

す
、
事
業

必
ず
同

な
り
。

一

つ

が
開

導

す
る
時

に
余

も
亦

開
導

す
。
故

に
展
転

し
て
等

無
間

縁

と
作

る
。



諸

識
は

然
ら

ず
例

と
為

す

べ
か

ら
ず
］

述

し
て

日

く
、
受
・
想

等
の
法

は
異

類
に

し
て
共

生

す

れ
ど

も
、
而

も
（

一
）

相

応

し
て
相

違
背

せ

ず
。
（

二
）
和

合

し
て

一
に

似
た

り
。

～
中

略
～

心
・

心

所

は
和
合

せ

り
和

合
せ

ざ
る

に
は
非

ず
。

離
別

し
て

殊
異

な

り
と

は
施

設

す

べ
か

ら
ず

と

い
へ
り

。
（
三

）
定

ん
で

倶
に

生
滅

す
。
（
四

）
事
業

必

ず
同

な

り
。

倶

に
此

の

境
を

取

る
を

も

っ
て

な

り
。
（
五

）
故

に
随

っ
て

一
の
心

が
開

導

す

る
時

に
相
応

の
心
所

も
亦

能

く
閧

導
す

。
此

の
五
義

を

具

せ

る

が
故

に
、
故

心

に
は
心

所

が
与

に
心

所

は
心

が
与

に
等

し

く
無
間

縁
と
作

る
こ
と

を
得

。
五

の
義

と

い
う
は

、
一

に
は

相
応

な
り

、
即

ち
所

依

と
時

と
事
と

処

と
の
四

の
義

等
同

な

る
が
故

に
。

二

に
は
和

合
し

て
一

に
似

た
り

。
三

に

は
倶

に
生
滅

す
。
四

に

は
事
業

同

な
り

。
三

性
必

ず
等

し

き
を

も

っ
て

。
五

に

は
開

導

す

る
こ

と
同

な

り
。

諸

の
識

は

然

ら
ず
。

各
互

に
相

望

す
る

に
此

の
五

を
具

せ

ざ

る
を

も
っ
て

、
心

所

に
例

し
て
異

識
を
同

ぜ
し

む

べ
か
ら

ず
。
」

三
九

一

〈
遍

行
〉

『
［
論

。

六
識

は
幾

ば

く
の
心
所

と
か
相

応
す

る
。
］

述

し
て
日

く
、

こ
れ

は
問
起

な
り

。

［
論
。

頌

に
曰

く
。

こ

の
心
所

は
遍

行

と
別

境
と
善

と
煩

悩
と
不

定

と
な

り
。

皆
三

の
受

の

相

応
す

］

述

し
て

日

く
、
上

の
三

句

は
六
位

の
心

所
の

総
名

を
列

ね

、
下

の
一
句

は

正

し

く
受
倶

を
解

す
。

［
論

に

曰

く
、
此

の
六

転
識

は

総

じ
て
六

の
位

の
心

所

と
相

応

す
。

謂

は

く
遍
行

の
等

き

ぞ
］

述

し
て

日

く
、
下

の
文

に
二

有
り
。
初

に
心

所
等

の
頌

の
上
三

句
を
解

し
、

後

に
受

倶

を
解

す
。

初
の
中

に
復
二

あ
り

。
初

に
総

じ
て
此

の
心
所

等
の

上

三

句
の
意

を

解
し

、
後

に
別
し
て

解

す
。

こ
れ

は
即

ち
総

な
り
。
正

し

く
此

の
字

を
解

す
。
頌

を
指

す
こ

と
は
知

る

べ
し
。

何

ぞ
心
所

と
名

づ

く
る
。
心

所
と

い
う

は
何

の
義

ぞ
。

［
論

。

恒

に

心

に

依

っ
て

起

こ

っ
て

心

を

相
応

す

。
心

に

繋
属

せ

り

、

故

に

心
所

と
名

づ
く
］

述

し

て
日

く
。

自
下

は
別

し
て
解

す
二
有

り
。

初

に
心
所

と

い
ふ
二

字

を

解

し

、
後

に
遍

行
等

の
義

を
解
す

。
～
略

～

略

し

て
三

義

を
以
て

心
所

の
総
名

を
解

す
。
一

に

は
恒
に
（

他

の
）

心
に

依

っ
て
起

こ

る
心

も
し
無

き
と
き

は
心
所

生

ぜ
ず
。
要

ず
心

を
依

と
し
て

方

に

生
ず

る

こ
と

を
得

る
が
故

に
。
若

し
爾

ら
ば

、
心

を
（

他

の
）

遍
行

に
望

め
て

心
所

と

名

づ
く

べ
き
や
。
二

に
は

心
と
相

応

す
。

彼

の
五

（
遍

行
）

を

ば
心

と
相

応
す

と
説

く
が
故

に
、
心

は
心
と

相
応

せ

ざ
る

が
故

に
、

又

、
時

と
依

と
縁

と
事

と
の
四

の
義

を
具
せ

ざ

る
が
故

に
、
説

い
て
相

応

と

名

づ
く
。

～
中

略
～

三
に

は
心

に
繋

属

す
。
心

を
以
て

主

と
為
し
、
所

は
之

に

繋
属

す
。

心

は
自
在

な
る

こ
と
有

る
を

も
っ
て
所

に
非

ず
。
是

の

義

を
以

て

の
故

に
心

に
繋
属

す
。

こ
の
三

の
義

あ
る

が
故

に
心

所
と
名

づ

く

。
以
下

略

」
四
一
二

ｂ

「

然

る
に
経

部
な

ど
が
別

に
心
所

あ

る

こ
と

な
し

と

い
う

を
破

し
て
、
故

ら
に

こ
の
五

は

心

が
起

こ

る
と
き
、

み
な

生
ず

る
こ
と

を
顕

す
。
顕
揚

の

第

一
に

証

を
ひ

い
て
有

な
り

と
説

く
如

し

。
」
四
二

九
ａ
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〈
触
〉

「
［
論

。
触

と
云

う

は
謂

は

く
三

和
し

て
、
変

異

に
分
別

す

る

ぞ
。
心

・
心

所

を
境

に
触

れ

し
む

る
を
以

て

性
と
為

し

、
受

・
想
・

思

の

ご
と
き

が
所

依

た

る
を
業

と

す
］
」

「
三
和

［
論
。

謂

は

く
根

と
境

と

識

と

の
更

相

に
随

順

せ

る

が
故

に
三

和

と

名

づ
く
］

述

し
て
日

く
、
～
中

略

～
正

し
き

三
和

の
体

は
謂

は
く
根

と
境

と

識
な

り
。

体

異

な
る
を
以

て

三
と

名

づ
く
」

三
二
八

Ｃ

「

述
に

日

く
、

大
論

の
第
三

に

解

く
、

根

は
壊

せ

ず
、
境

は
現

前

す
等

と

い
え
り
。

五
十

五

に
ま

た
謂

は

く
、
五
遍

行

の
心
所

は

、
一
切

の
心

に
遍

じ
て

生

ず
と

い
え

り
。
～

中
略

～
諸

の
（
識

の
起

こ

る
）
時

に
は
（

必
ず

）

境

を
縁

じ
根

に

依

る

な
り

。
（
三

和

あ

り
）

と
名

づ
く
。

三
和

は
（

定

め

て
触

を
生

ず
）
。
ま

た
（

触
に

由

る
）
が
故

に
、
方

に
三
和

あ

り
。

ま

た
（

も

し
触

な

き
）
時

に

は
、（

心
心

所

い

い
）
離
散

し
（

和
合

し

て
）
同

じ

く
（
一

境

に
触

す
る

こ
と
）
能

わ
ざ

る

が
（

故
に

）
。

い
ま

は
既

に
三
（

和
）
合
し

、

お
よ

び
心

心
所

和
合

し
て

、
同

じ
く
境
に

触

す
。
故

に
必

ず
触

あ

り
。
定

め
て

こ

れ
遍

行

な
り

。
」
四

二

八
ｂ

〈
作
意

〉

「
［
論

。
作

意
と
云

う
は
謂

は

く
能

く
心
を

警

す
る
を
以

て

性
と

な

す
。
所

縁
の
境

の

う

へ
に
心

を
引

く
を
以

て

業
と

す
］
～

中
略

～

」
三

二
八

Ｃ

「
［
論
。

謂

は
く
此

れ
が
起

こ
す

べ
き
心
の

種
を
警

覚

し
、
引

い
て
境

に
趣

か
し

む
る

が
故

に
作
意

と

名

づ
く
］

述

し
て

日

く
、
謂

は

く
作

意
な

ど

が
並
び

に
未
だ

生

ぜ
ざ

り
ぬ
位

に

、
～

中

略
～

作
意

が
心

を
警
す

る
に

二
の
功
力

有

り
。

一
に

は
心

を
し
て
起

こ

ら

ざ
る
を
正

し

く
起

こ

ら
し
め

、
二
に

は
心

を
し
て

起

こ
り
已

つ
て
境

に

趣

か

し
む

る

が
故

に

～
略

～
』
三

二
九

「
作

意

の
性

は
、

よ

く

（
心

）

心
所

を
警

し

て
、
（

自

境

に
趣

か
し

む

）
。

こ
れ

も
し

な
く

ん
ば

、
心

も
則

ち
起
こ

ら
ず
。

心

の
現

行

な

く
な
り
ぬ

。
」

四

二
九
ｂ

〈
受

〉

「
［
論

。
受

と
云

う
は
謂

は

く
順

と

違
と
倶
非

と

の
境

を
領
納

す

る
を
以
て

性

と
し

、
愛

を
起

こ

す
を
以

て
業

と
す
］
～

略
～

」
三

三
一
ｂ

〈
想
〉

「
［
論

。
想

と
云

う

は
謂

は
く
境

の
う

へ
に
像

を
取

る
を
以

て
性

と

す
。
種
々

の
名
言

を

施
設

す

る
を
以

て

業
と

す
］

～
略
～

」
三

三

二
ａ

「
名

を
説

い
て

其

の
想

と

す

る
は
因

に
従

い
て

説

く
。

想
を

説

い
て
名

と

す

る
は
果

に
従

い
て

説

く
。

世
の
人

の
汝

が
想

は
是

れ
何

ぞ
名

は
是

れ
何

等

ぞ
と
言

ふ

が
如

し
。
此

の
業
は

こ
れ
（
第

六
）
意

（

識
）

と
倶

な
る

の

想

（
の
心

所
）

を
云

ふ

。
～

略
～
」

〈
思
〉

「
［
論

。
思

と
云

う

は
謂

は
く

心
を
造
作

せ
し

む

る
を
も

っ
て
性

と

す
。
善

品
等

の
う

へ
に

心
を

役

す

る
を
以

て
業

と

す
」

～
中

略
～

謂

は
く
邪
正

等

行

と

は
即

ち
身

語
業

な
り

。

こ
の
行

が
因

は
即

ち
善
悪

の
境

な
り
。

こ
の

境
の
相

を

了
す

る
に

由

る

が
故

に
、
思

い
い
諸

の
業

を
作

っ
て

善
悪

な
ど

の
事

を
起

こ
す

が
故

に
。

境

の
正

因
等

の
相

を
取

る
は
是

れ
、
思

が
業

な

り

と
言

へ

り
」
三

三

二
ｂ



ニ
　

ク

オ

リ

ア

と

意

識

に

つ

い

て

ま

ず
、

ク

オ

リ

ア

と

は
何

か
。

も
と

も

と

は
ラ

テ

ン
語

の
質

を
表

す

ｑ
ｕ
ａ
ｌｉｓ

に
由

来

す
る
語

で
、

二
〇

世

紀
中

ご

ろ
か

ら

、
哲
学

の
中

で
使

い

始

め
ら

れ
た

、
あ

く
ま
で

仮
説

的
概

念
で

あ

る
。

ク
オ
リ

ア
と

い
う
概

念

に
は

人

に
よ

っ
て
様

々
な

定
義

が
な

さ

れ
て

い

る
が
、

こ
こ
で

は
茂
木

の

「
主

観
的

体

験

の
中

に
現

れ

る
様

々

な
質

感

」

と

い
う
定

義

を

も
と

に
話

を
進

め
て

い
く
。

茂
木

は
、
人

間

の
意
識

は
脳
内

の
ニ

ュ
ー

ロ

ン
活

動

に
よ
り

生
み

出

さ

れ

る
と
考

え
て

い
る
。

バ
ラ
を

見

る
と

い
う
こ

と
を
例

と

し
て

、
茂
木

の
考
え

を
脳
神

経
学

的

に
簡

単

に
説

明

す

る
と

次
の

よ

う
に

な

る
。

ま

ず
目

や

鼻
（
感

覚

器
官

）

が

バ
ラ

を

と

ら
え
、

そ
れ

が
電

気

信
号

と

な
り
脳

に

伝
わ

る
。
脳

内
で

二

ユ

ー
ロ

ン

が
発
火

し

、

バ
ラ

の

ク
オ
リ

ア

が
生

じ

る
。
し

か
し

、

バ
ラ

や

赤

い
色

と

い
っ
た
ク

オ
リ
ア

が
そ
れ

だ
け

で
成
立

す
る

わ
け
で

は
な

い
。

ク

オ
リ

ア

は
そ

れ
を
見

る

「
私

」

と

い
う
視

点

な
し
に

は
成
立

し

な

い

と
茂
木

は
言

っ
て
お

り
、

こ
の
視

点

を
志
向

性

の
束

だ
と

し
て

い
る
。

ま

た
、

こ

の
志
向
性

が
意
識
化

さ

れ
た

も

の
が
、

志
向

的
ク

オ
リ
ア

だ

と
言

っ
て

い

る
。

そ

し
て

、
我

々

が
外

界

を
認
識

し
て

い
る
と

き
の
意

識

は
、

こ
の
志

向

的

ク

オ
リ
ア

と
感

覚

的
ク

オ
リ
ア

の

マ
ッ
チ

ン
グ
に

よ
り
成

立
し

、
何

か

を

想
起

し

た
り
想

像

し
た
り

し
て

い
る
と

き
は
、

志
向

的

ク
オ
リ

ア

が
単

体

で
立

ち
上

が
っ
て

い
る
と

説
明

す

る
。

し

か
し

、
ク

オ
リ

ア

と
は

、
「
主

観

的
体

験

の
中

に
感

じ

ら
れ

る
様

々

な
質

感
」

と

い
う
茂
木

本
人

の
言

葉

に
あ

る
よ

う
に
、
感

じ
ら

れ
る
対
象

の

こ
と
で

あ

る
。

な
ら

ば
、

志
向

的

ク
オ
リ

ア

が
そ
れ
自
体

で
意
識

と
し

て
成

立

し
、

そ
れ

が
感

じ
ら

れ
る
と

い
う

の
は

お
か
し

い
。
感

じ
る
側

と

感

じ
ら

れ

る
側

、
言

い
換

え

る
な
ら
、

主
客

が
揃

わ
な

け
れ
ば
、
何

か
を

感

じ
る

と

い
う
こ
と

は
成
立

し

え
な

い
か

ら
で
あ

る
。

茂

木

の
説
明

に

は
、
こ

の
志
向

性

が
意
識
化

さ
れ
る
と

い
う

こ
と

は
ど

う

い
う

こ
と

な
の

か
に

つ
い
て

の
説
明

が
な

い
。

志
向
性

と
は
何

か
に
向

け

ら
れ
て

い
る
心
的

状
態
で

あ

る
の

に
、
そ

れ

が
ど
の
よ

う
に
意
識

化

さ

れ

る
と

い
う

の
か
。

ま
た
、

志
向

性

が
意

識
化

さ
れ
る
と
言
語

的
・

社
会

的

文

脈
化

に
お

か
れ

た
質
感

に
変
化

す

る
と

い
う
点

に
関
し

て

も
説

明

が

な

い
。

加

え
て

、
志
向

的

ク
オ
リ

ア
と
感

覚
的

ク

オ
リ
ア

の

マ
ッ
チ

ン
グ
と

い

う
言

葉

の
意
味

が
、
明

確
に

な
っ
て

い
な

い
。

志
向
性

に
よ

り
感
覚

的
ク

オ
リ

ア

を
と
ら

え
、

そ
れ
を

認
識

す

る
と

い
う
の
で

あ
れ
ば

理
解
で

き

る

が
、
質

感
で

あ

る
ク

オ
リ
ア
同

士

が
合

わ
さ

っ
（

マ
ッ
チ

ン
グ
し
）

て
も

、

そ
こ

に

は
質

感

し
か

な

い
の

で
、
何

も
感

じ

ら
れ

な
い
は
ず

で
あ

る
。
こ

の

マ
ッ
チ

ン
グ

し
た
二

つ
の

ク
オ

リ
ア

を
、
認

識
し

な
け

れ
ば
、

こ
れ

ら

は

い
つ
ま

で
た

っ
て

も
質

感

の
ま
ま

で

あ
る
。
質

感

は
認
識

さ
れ
て

こ
そ

の
質

感
で

あ
る
。

認
識

さ
れ

な

い
の
で

あ
れ
ば

、
そ

れ
は
な

い
の
と
同

じ

で

あ

る
。

ま

た
、
感

覚
的

ク
オ

リ
ア

が
単
独

で
は

成
立

し
え
ず

、
志
向

的
ク

オ
リ

ア

と

の

マ
ッ
チ

ン
グ
で

し
か
成

立
し

な

い
の
で

あ
れ
ば

、
言
語

や
社
会

と
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い
う
高
次
の
概
念
と
は
無
関
係
な
生
物
や
、
そ
れ
ら
を
獲
得
し
て
い
な
い

幼
児
や
動
物
は
志
向
的
ク
オ
リ
ア
を
も
ち
え
な
い
か
ら
、
感
覚
的
ク
オ
リ

ア
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
界
を
認
識
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
も
生
ま
れ
る
。

志
向
性
や
志
向
的
ク
オ
リ
ア
と
い
う
茂
木
の
仮
説
は
興
味
深

い
が
、
以

上
の
よ
う
に
、
彼
の
説
に
は
い
く
つ
か
の
矛
盾
点

が
見
受
け
ら
れ
る
。

三
　

唯
識

と
ク
オ
リ
ア

我
々
の
認
識
対
象
は
我
々
の
内
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
点
や
、
認
識
過

程
で
対
象
に
言
葉

や
価
値
と
い
っ
た
も
の
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
と
い
う
点

な
ど
、
唯
識
と
茂
木
の
ク
オ
リ
ア
論
に
は
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま

た
、
茂
木
は
自
身
の
著
書
『
脳
と
ク
オ
リ
ア
』
の
中
に
。
「
私
が
認
識
す

る
こ
と
と
、
私
の
『
外
』
に
あ
る
事
象
と
は
、
原
理
的
に
無
関
係
な
の
で

あ
る
。
～
中
略
～
認
識
は
あ
く
ま
で
も
私

の
一
部
な

の
だ
。
」
（
三
三
頁
）

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
の
認
識
は
脳
内
現
象
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。認

識
そ
の
も
の
の
と
ら
え
方
と
い
う
点
で
は
、
唯
識

と
茂
木
の
考
え
は
、

ほ
ぼ
一
致
す
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
更
に
、
唯
識
と
同
じ
く
茂
木
の
意

識
論
も
、
意
識
や
心
と
い
う
も
の
が
ど
こ
か
に
あ
り
、
そ
こ
で
認
識

が
な

さ
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
点

も
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
唯
識
と
茂
木

が
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
は
、
意
識
の
と
ら
え

方
で
あ
る
。
唯
識
は
対
象
の
認
識
が
意
識
で
あ
る
と
す
る
が
、
茂
木
の
意

識
詒
で
は
、
私
と
い
う
主
観
が
対
象
を
認
識
す

る
こ
と
が
意
識
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

対
象
が
ど
ん
な
事
物
事
象
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
認
識
し
な
い
こ
と

に
は
意
識
は
成
立
し
な
い
。
何
ら
か
の
対
象
を
認
識
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ

の
意
識

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
ク
オ
リ
ア
で
あ
れ
、
そ
れ
は

認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
、
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
茂
木
が
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

の
「
志
向
性
」
を
引
き
合

い
に
出
し
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
全
て
の
生
物

は
環
境
適
応
の
た
め
に
「
志
向
性
」
と
も
い
う
ぺ
き
性
質
を
も
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
意
識
の
主
観
性
を
説
明
す
る
に
十
分
な

条
件
で
は
な
い
。
感
覚
的
ク
オ
リ
ア
と
志
向
的
ク
オ
リ
ア
が
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
こ
と
で
意
識
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
内
的
外
的
状
況
の
認
識
の

上
に
、
意
識
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
質
感
と
い
う
か
ら
に

は
、
認
識
し
て

い
な
け
れ
ば
、
対
象
に
つ
い
て
「
～
な
質
感
」
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

我
々
の
意
識
の
中
に
、
「
私
」
と
い
う
視
点
が
あ
る
の
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
が
、
我
々
は
常
に
明
確
な
そ
れ
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
し
、
様
々
な
経
験
全
て
に
そ
れ
が
伴
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
「
私
」
と
い
う
視
点
は
、
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
て

い
る
と
き
に

生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
を
客
観
的
に
認
識
す
る
作
用
や
認
識
の

構
造
の
事
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
主
観
で
あ
る
「
私
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込

ま
ず
と
も
、
唯
識
の
よ
う
に
認
識
と
い
う
観
点
だ
け
か
ら
意
識
を
説
明
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
意
識
の
研
究
は
、
人
間
の

も
っ
意
識

の
特
殊
性
、
「
私
」
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に
と

ら

わ
れ

す
ぎ
て

、
方

向
性

を
見
失

い
つ

つ
あ

る
。
意

識
は
認

識

の
上

に
成

り

立

つ
も

の
で

あ

り
、
「
私

」

と

い
う

視
点

は
意

識

が
あ

る
か

ら

こ

そ
成

立

す
る

も
の
で

あ

る
。
意
識

を
研

究
対

象

と

す
る
の
で

あ

れ
ば

、「
私

」

と

い
う
視

点

か
ら
考

え

る
の
で

は

な
く

、
認
識

の
作

用
と

構
造

か

ら
探

っ

て

い
け

ば
、
そ

の
本
質

が
見
え

て

く
る

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。

（
１
）
　
「
識
」
と
は
「
ｖ
ｉ
ｊ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
（
了
別
す
る
）
」
の
漢
訳
で
あ
る
が
、
「
唯
識
」
と
い

う
場
合
の

「
識
」
は

「
ｖ
ｉｊｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
　（
了
別

さ
れ

る
）
」
の
漢
訳
で
あ
る
。

①
「
由
仮
説

我
法
」
（
こ
こ
で
言
う
法

と
は
奥
理

で
は
な
く
、
対
象
の
こ
と
）

一

②
「
彼
依
識
所
変
」
一

③
「
此
能
変

唯
三
　

謂
異
熟

・
思

量
・
及

了
別
境
境
」
一
～
二

以
上
『
唯
識
三
十
頌
』
数
字
は
何
頌
目
か
を
指
す

（
２
）
　
ク
オ
リ

ア
と
は

「
私

た
ち
の
主

観
的
体
験

の
中
に
感

じ
ら
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な

質
感

」
（
茂

木
健

一
郎

『
心

を
生

み
出

す
脳

の

シ
ス
テ

ム
』
Ｎ

Ｈ
Ｋ

フ

ッ

ク
ス
、

二
○
○

一
年
、
四
〇

頁
）

「
私

た
ち
が
体

験
で
き

る
ク
オ
リ
ア
に
は
、
大

き
く
分

け
て
二
種
類

の
も

の
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
。
感
覚
的
ク
オ
リ
ア

と
志
向
的

ク
オ
リ
ア
で
あ

る
。

感
覚
的
ク
オ
リ
ア
と
は
～
中

略
～
視
覚
で

い
え

ば
、
色
、
透
明

感
、
金

属
光
沢
な
ど
、

外
界
の
性

質
が
鮮
明

で
具
体
的

な
形
で
感

じ
ら
れ

る
時

の
質
感
で
あ

る
。
「
薔
薇
」

を
そ

れ
と
認
識

す

る
以

前
の
言

語
化

さ
れ

る
以
前

の
原

始
的

な
質
感

の
こ

と
だ
。

一
方
、
視

野
の
中
の

『
薔
薇
」

を
榊

成
す

る
感
覚
的

ク
オ
リ
ア
を

「
あ
あ
、

こ
れ

は
薔
薇
だ
」

と
認
識
す

る
と
き

に
心
の
中

に
立

ち
上

が
る
質

感

が
志
向

的
ク

オ
リ

ア
で
あ

る
。
～
中

略
～
外

的
な
状
況

の
「
解
釈
」

と
し

て
心
の
中
に
現

れ

る
質
感

も
志
向
的

ク
オ
リ
ア
で

あ
る
。
～
中

略
～
別

の
言

い
方

を
す
れ
ば
、
言

語
的
・
社

会
的
文

脈
の
下

に
置
か
れ

た
質
感

の
こ
と
で
あ

る
。
」
（
同
前
、

四
七

～
八
頁
）

（
３
）
　「
私
た

ち
の
意
識

を
生
み
出

し
て
い
る
の
は
、
脳
の
中

の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
活
動
で

あ
る
。
」
（
同

前
、
二
六
頁
）

「
私
た
ち
の
意
識

が
、
脳

の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全

体
の

シ
ス
テ
ム
詒

的
性
質
か
ら
生
み

出
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
同
前

、
二
六
頁

）

（
４
）
　「
私
が
意
識

の
中
で
「
赤

い
色
」
を
感

じ
た
と
す
る
。
こ
の

主
観
的
体
験

に
、

Ｖ
４
野
の
赤

い
色

に
対

し
て
反
応
選

択
性
を
持

つ
ニ
ュ
ー
ロ
ン
活
動

が
寄
与
す

る

こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
「
赤
い
色
」

と
い
う
表
象

は
、
Ｖ
４
野
の

単
一

の
ニ
ュ
ー

ロ
ン
活
動

に
よ

っ
て

生
じ
た
の
で
は
決

し
て
な
く
、
そ

の
ニ
ュ

ー

ロ
ン
が
脳

と
い
う

シ
ス
テ
ム
の
中
で
他

の
ニ
ュ
ー
ロ

ン
と
結

ん
だ
関
係
性

の
下

に

生
じ

た
の

で
あ

る
。

も
し
、
Ｖ

４
野

の
「
赤

色
」
ニ
ュ

ー
ロ
ン
を
一

つ
だ
け
取

り

出
し
て
、
そ
れ

を
ペ
ト
リ
皿

に
置

き
、
電
極
で
刺
激
し
て
活
助

さ
せ
た
と
し
て

も
、

そ
こ
に
は

『
赤

い
色
』

も
、
そ
れ
を
感
じ

る
「
私
の
意

識
』
も
存

在
し
な

い
。
」
（
同

前
、
二
七
頁

）

（
５
）
　
ク
オ
リ

ア
は
、
客
観

的
に
存
在

す
る
物

質
の
よ
う
に
、

そ
れ
自
体
と

し
て
あ

る
の
で
は

な
く
、
必
ず

「
私
が
○
○
の

ク
オ
リ
ア
を
感

じ
る
」
と

い
う
形

で
表
象

さ
れ
る
。
（
同
前

、
四

四
頁

）

必

ず
、
「
私
」

と

い
う
視
点

と
対

に
な
っ
て

ク
オ
リ
ア

は
成
立

す
る
。
（

同
前
、

四
五
頁

）

（
６
）
　「
私
」

と
は
、
志
向

性
の
束

で
あ

る
。
そ
し
て
、
様

々
な
志
向

性
の
「
起
点
」

と
し
て
の

「
私
」

が
あ

る
。
そ
し
て
、
志
向

性
の
起
点
に

あ
る
肝

心
な

「
私
」

自

体
は
、
目
に
見

え

た
り
、

触
っ
た
り

す
る
こ
と

が
で

き
な
い
。
～
中
略

～
「
心
が

何
か
に
向
け
ら

れ
て

い
る
」

と
い
う
志
向
性
の
成
立
は
、
「
何

か
に
向

け
る
」
主
体

と
し
て
の
「
私
」
な
し
で
は

あ
り
得

な
い
。
（
同
前
、
一
五
八
頁
）

（
７
）
　
志
向
的
ク
オ
リ
ア
は
、
～
中
略
～
私
た
ち
の
心
が
も
つ
「
志
向
性
（
何
か
に

向
け
ら
れ
て

い
る
心
的
状
態
）
」
の
現
れ
で
あ
る
。
（
同
前
、
六
三
頁
）

志
向
性
の
働

き

が
意
識

し
て
と
ら

え
ら
れ
る
と
き
、
そ

こ
に
志

向
的
ク

オ
リ

ア

が
立
ち
上
が
る
。

（
８
）
　
私
た
ち

が
心
の
中
で
何

か
「
外
」

の
も
の
を
炎
象
す

る
と
き
は
、
必
ず

こ
の

二

つ
の
ク
オ
リ
ア

が
対
に
な

っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
が
取

ら
れ
て
い
る
。
（
同
前

、
五
三

～
四
頁

）
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今
、
目

の
前
に

実
際

に
あ

る
も
の
を
見

る
と
き
に

の
み
、

そ
れ
を

「
赤
い
色

」

や
「
つ

や
つ
や
と
し
た
光
沢
」

と

い
っ
た
感
覚
的

ク
オ
リ

ア
と
と
も
に
表
象

す

る

の
で
あ

る
。

そ
れ
以
外

は
。
志

向
的

ク
オ
リ
ア

が
単
独
で
立

ち
上

が
っ
て
い

る
と

い
う
こ
と
に
な

る
。
（
同
前

、
五
五
頁
）

志
向
的

ク
オ
リ
ア

が
、
～

中
略
～

感
覚
的

ク
オ
リ
ア

な
し
に
、
単
独

で
存
在
す

る
こ
と

は
あ
り
う

る
。

例
え
ば
、
何

か
を
想
像

し
た
り
。
思

い
出
し

た
り
し
て

い

る
よ
う
な
場
合
だ
。
（

同
前
、
五
四
頁
）

「
薔
薇

を
見

る
」
と
い
う
よ
う
な
私
た
ち

の
主
観
的
体
験
に
は
、
大

き
く
分

け
て
。

「
感

党
的
ク

オ
リ

ア
」
と

「
志
向

的
ク

オ
リ
ア
」

の
二
つ
の
要

繁

が
あ

る
。
「
薔
薇

を
見

る
」

と
い
う
主
観

的
体
験
は
、

薔
薇
を
構

成
す

る
色

な
ど
の
感
覚

的
ク
オ
リ

ア
と
、
「
あ
あ
、
こ
れ
は
薔
薇
だ
」

と
い
う
認
識

を
支

え
る
志
向
的
ク
オ
リ
ア
の
間

の
マ
ッ
チ

ン
グ
と
し
て
成
立

し
て

い
る
。
（
同
前

。
六
三
頁
）

主
要
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